
 

北海道地方における流域治水シンポジウム 

北
海
道
地
方
に
お
け
る
流
域
治
水
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

令
和
3
年
7
月
2
日
（
金
） 

～
流
域
治
水
の
本
格
的
な
推
進
に
向
け
、
関
係
機
関
が
一
堂
に
会
し
意
見
交
換
を
実
施
～ 

 

【
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
】 

中
津
川 

誠 
室
蘭
工
業
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科 

教
授 

 

【
出
席
者
】 

山
田 

朋
人 

北
海
道
大
学
大
学
院
工
学
研
究
院 

准
教
授 

井
田 

泰
蔵 

北
海
道
開
発
局 
建
設
部
河
川
計
画
課
長 

柿
沼 

孝
治 

北
海
道
開
発
局 

建
設
部
河
川
管
理
課
長 

山
本 

恵
太 

北
海
道
開
発
局 

農
業
水
産
部
農
業
設
計
課
長 

林   

憲
裕 

北
海
道
開
発
局 

事
業
振
興
部
都
市
住
宅
課
長 

岡
部 

博
一 

北
海
道
開
発
局 

札
幌
開
発
建
設
部
次
長 

神
馬 

強
志  

北
海
道
開
発
局 

函
館
開
発
建
設
部
工
務
課
長 

成
田 

真
哉 

北
海
道
開
発
局 

小
樽
開
発
建
設
部 
倶
知
安
開
発
事
務
所
副
所
長 

髙
橋 

慶
久 

北
海
道
開
発
局 

旭
川
開
発
建
設
部
次
長 

 

堀
田 

伸
之 

北
海
道
開
発
局 

室
蘭
開
発
建
設
部
次
長 

池
田 

共
実 

北
海
道
開
発
局 

釧
路
開
発
建
設
部
治
水
課
長 

中
島 

燈 
 

北
海
道
開
発
局 

帯
広
開
発
建
設
部
次
長 

青
木 

秀
一 

北
海
道
開
発
局 

網
走
開
発
建
設
部
次
長 

木
村 

康
裕 

北
海
道
開
発
局 

留
萌
開
発
建
設
部
次
長 

櫻
庭 

英
明 

北
海
道
森
林
管
理
局 

治
山
課
長 

佐
藤 

淳
一 

北
海
道
森
林
管
理
局 

森
林
整
備
第
一
課
長 

髙
橋 

浩
揮 

北
海
道 

建
設
部
河
川
砂
防
課
長 

大
西 

峰
隆 

北
海
道 

農
政
部
農
村
設
計
課
長 

土
岐 

倫
功 

北
海
道 

水
産
林
務
部
治
山
課
長 

本
橋 

伸
夫 

北
海
道 

水
産
林
務
部
森
林
整
備
課
長 

木
村 

伸
宏 

森
林
整
備
セ
ン
タ
ー
東
北
北
海
道
整
備
局 

 

北
海
道
水
源
林
整
備
事
務
所
長 

    
 

三
栖 

広
之 

札
幌
市 

河
川
担
当
部
長 

和
田 

英
昭 

滝
川
市 

総
務
部
長 

須
藤 

勇
一 

北
見
市 

常
呂
総
合
支
所
長 

斎
藤 

貴
視 

岩
見
沢
市 

農
政
部
農
業
基
盤
整
備
課
長 

峯   

淳
一 

岩
見
沢
市
広
域
協
定 

(

岩
見
沢
南
地
域
資
源
保
全
協
力
会) 

神
保 

正
義 

北
海
道
建
設
業
協
会 

株
式
会
社
中
山
組
専
務
執
行
役
員 

戸
嶋 

光
映 

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
北
海
道
支
部 

河
川
技
術
向
上
Ｗ
Ｇ
主
査 

   

シンポジウムの様子 
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○
ま
ず
、
流
域
治
水
を
と
り
ま
と
め 

て
い
る
河
川
管
理
者
か
ら
一
言
お

願
い
し
ま
す
。 

 

―
井
田
河
川
計
画
課
長
（
開
発
局
） 

近
年
、
北
海
道
で
は
平
成
28
年

に
大
き
な
水
害
が
あ
り
、
全
国
的

に
も 

気
候
変
動
に
よ
っ
て
災
害

が
激
甚
化
、
頻
発
化
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
今
年
3
月
に
各

一
級
水
系
に
お
い
て
、
流
域
治
水

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
関
係
機
関
の
皆

様
の
ご
協
力
の
も
と
で
策
定
し
ま

し
た
。
流
域
全
体
を
俯
瞰
し
て
あ

ら
ゆ
る
関
係
者
の
協
働
に
よ
る
治

水
対
策
の
全
体
像
を
と
り
ま
と
め

た
初
め
て
の
取
組
で
す
。
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
策
定
さ
れ
、
こ
こ
が
ス

タ
ー
ト
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
具

体
的
な
取
り
組
み
は
こ
れ
か
ら
が

本
番
で
あ
り
、
関
係
機
関
の
取
組

を
多
層
的
、
効
果
的
に
推
進
し
、
連

携
を
密
に
し
て
形
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

関
係
機
関
の
皆
様
と
ま
す
ま
す
連

携
を
強
化
し
、
治
水
を
は
じ
め
と

し
て
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
協
力
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

―
髙
橋
河
川
砂
防
課
長
（
北
海
道
） 

北
海
道
で
は
、
次
の
世
代
へ
安

全
・
安
心
な
川
と
豊
か
な
自
然
環

境
を
引
き
継
ぐ
た
め
、
新
た
な
治

水
対
策
の
考
え
方
を
示
し
た
「
北

海
道
川
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
平

成
31
年
3
月
に
策
定
し
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
従
来
か
ら
の
河
川
整
備
を

環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
推
進
す
る

と
と
も
に
、
全
道
の
水
位
周
知
河

川
に
簡
易
型
監
視
カ
メ
ラ
や
危
機

管
理
水
位
計
を
設
置
し
て
避
難
判

断
の
た
め
の
情
報
の
充
実
を
図
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
近

年
の
気
候
変
動
を
踏
ま
え
た
将
来

の
手
戻
り
の
な
い
河
川
整
備
を
行

う
た
め
、
関
係
機
関
と
情
報
を
共

有
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
流

域
治
水
の
観
点
か
ら
関
係
機
関
の

皆
様
と
連
携
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。 

 

○
流
域
治
水
に
取
り
組
ん
で
い
る
各

機
関
で
は
、
流
域
治
水
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
ま
す
か
。 

 

―
山
本
農
業
設
計
課
長
（
開
発
局
） 

農
業
と
し
て
は
、
令
和
3
年

3
月
23
日
に
あ
ら
た
な
「
土
地

改
良
長
期
計
画
」が
閣
議
決
定
し
、

流
域
治
水
に
関
す
る
4
つ
の
施

策
（「
農
業
用
ダ
ム
の
活
用
」「
排

水
施
設
等
の
活
用
」「
水
田
の
活
用

（
田
ん
ぼ
ダ
ム
）」「
た
め
池
の
活

用
」）
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。
た

だ
、
農
業
の
施
設
は
道
路
や
河
川

の
よ
う
に
公
費
で
管
理
し
て
い
る

も
の
で
は
な
く
、
農
業
者
や
農
業

関
係
団
体
が
自
ら
の
費
用
と
責
任

   
井田河川計画課長 髙橋河川砂防課長 山本農業設計課長 

流
域
治
水
の
推
進
に 

向
け
て 
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を
も
っ
て
管
理
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
流
域
治
水
を
進
め
て
い
く

た
め
に
は
、
農
業
者
や
関
係
者
の

理
解
や
協
力
が
と
て
も
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
、
例
え
ば
農
業
ダ
ム
に

損
失
が
あ
っ
た
場
合
に
河
川
管
理

者
か
ら
の
補
償
が
行
わ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
が
、
農
業
側
と
し
て

も
流
域
治
水
の
取
組
を
進
め
て
い

く
た
め
、
農
業
関
係
者
を
支
援
で

き
る
制
度
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

特
に
地
域
防
災
を
担
う
市
町
村
に

理
解
と
協
力
を
い
た
だ
く
よ
う
に

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。 

 

―
大
西
農
村
設
計
課
長
（
北
海
道
） 

 

我
々
と
し
て
も
流
域
治
水
の
取

組
み
は
大
変
重
要
と
考
え
て
お
り
、

昨
年
度
策
定
し
た
流
域
治
水
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
た
め
池
や
排
水

路
と
い
っ
た
施
設
整
備
の
取
り
組

み
、
水
田
の
貯
水
機
能
を
活
用
し

た
田
ん
ぼ
ダ
ム
を
整
備
す
る
取
り

組
み
等
を
位
置
づ
け
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
特
に
田
ん
ぼ
ダ
ム
に
つ

い
て
は
、
市
町
村
、
土
地
改
良
区

の
方
々
、
な
に
よ
り
も
農
業
者
の

方
々
の
理
解
が
必
要
と
考
え
て
い

ま
す
。
取
り
組
み
の
重
要
性
を
広

く
周
知
し
、
様
々
な
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。 

 
―
林
都
市
住
宅
課
長
（
開
発
局
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
下
水
道
事
業
と
い
う
の
は
、
内

水
氾
濫
防
止
と
い
う
こ
と
で
流
域

治
水
に
お
け
る
重
要
な
事
業
の

1
つ
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
国
土
交
通
省
北
海

道
開
発
局
と
し
て
も
、
支
援
制
度

の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
全

般
の
取
組
と
し
て
、
昨
年
9
月

に
施
行
さ
れ
た
都
市
再
生
特
別
措

置
法
等
の
改
正
に
お
い
て
、
立
地

適
正
化
計
画
に
防
災
指
針
に
つ
い

て
も
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
い

っ
た
動
き
に
関
連
し
て
、
雨
水
浸

透
対
策
や
災
害
時
の
避
難
場
所
と

な
る
公
園
整
備
等
の
支
援
を
進
め

て
い
く
と
こ
ろ
で
す
。
流
域
治
水

の
実
効
性
あ
る
推
進
に
向
け
、
多

様
な
主
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
自

治
体
や
民
間
の
取
り
組
み
を
支
援

し
、
浸
水
対
策
を
促
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

―
櫻
庭
治
山
課
長
（
森
林
管
理
局
） 

 
 

 

上
流
域
の
森
林
整
備
・
治
山
事

業
に
つ
い
て
も
河
川
事
業
と
連
携

す
る
動
き
が
進
展
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
森
林
管
理
局
に
お
い
て

も
連
携
並
び
に
事
前
防
災
を
含
め

た
対
策
を
強
化
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ

う
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
各
水
系
に

お
け
る
流
域
治
水
協
議
会
で
よ
り

一
層
の
情
報
交
換
を
行
い
、
取
り

組
み
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
。 

                     

大西農村設計課長 林都市住宅課長 櫻庭治山課長 
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―
土
岐
治
山
課
長
（
北
海
道
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

北
海
道
と
し
て
は
、
河
川
上
流

域
に
位
置
す
る
森
林
の
尾
根
部
か

ら
の
崩
壊
等
に
よ
る
土
砂
流
出
増

大
と
い
っ
た
災
害
形
態
の
変
化
に

対
応
し
、
治
山
ダ
ム
の
配
置
や
間

伐
の
実
施
等
の
森
林
整
備
を
積
極

的
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
流
域
治

水
に
関
わ
る
関
係
者
と
連
携
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 

 

―
木
村
北
海
道
水
源
林
整
備
事
務
所

長
（
森
林
整
備
セ
ン
タ
ー
） 

 
 

 
 

 

私
た
ち
で
実
施
し
て
い
ま
す
水

源
林
造
成
事
業
で
は
、
1
級
水

系
の
流
域
内
に
１
７
５
契
約
地
で

約
1
・
７
４
万
ha
が
あ
り
、

苗
木
の
植
栽
や
間
伐
等
を
計
画
的

に
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ

た
事
業
を
通
し
て
流
域
治
水
を
強

化
、
促
進
す
る
こ
と
で
、
地
域
の

皆
様
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。 

 

―
三
栖
河
川
担
当
部
長
（
札
幌
市
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

今
日
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
て 

様
々
な
情
報
を
い
た
だ
き
ま
し
て

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
札
幌
市
に

お
い
て
は
昭
和
56
年
の
2
回

の
豪
雨
で
1
万
戸
を
超
え
る
浸

水
被
害
が
発
生
し
、
開
発
局
や
北

海
道
の
支
援
に
よ
っ
て
治
水
対
策

が
進
め
ら
れ
安
全
度
が
大
幅
に
向

上
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
先
ほ
ど

山
田
先
生
の
お
話
に
も
あ
り
ま
し

た
が
、
気
候
変
動
影
響
に
よ
る
先

が
見
え
な
い
リ
ス
ク
が
あ
り
、
１

９
７
万
人
を
超
え
る
人
口
や
、
水

害
に
脆
弱
な
地
下
施
設
が
非
常
に

多
い
特
性
を
踏
ま
え
、
流
域
治
水

の
考
え
方
を
通
し
て
、
水
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

―
和
田
総
務
部
長
（
滝
川
市
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

水
災
害
へ
の
備
え
が
ま
す
ま
す

重
要
性
を
増
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
共
通
認
識
だ
と
思
い
ま
す
。

や
は
り
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
一
体
と

な
っ
た
対
策
が
重
要
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。
特
に
、
住
民
の
理
解
促

進
が
大
事
だ
と
考
え
て
お
り
、
い

か
に
危
機
意
識
を
持
っ
て
も
ら
え

る
か
が
課
題
と
捉
え
て
い
ま
す
。

市
と
し
て
も
ソ
フ
ト
面
で
の
取
組 

み
を
引
き
続
き
進
め
て
い
き
た
い 

         
   

と
思
い
ま
す
。
関
係
機
関
と
連
携 

し
な
が
ら
流
域
治
水
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

―
須
藤
常
呂
総
合
支
所
長(

北
見
市) 

北
見
市
は
農
業
や
水
産
業
、
林
業 

                 

土岐治山課長 木村北海道水源林整備事務所長 

三栖河川担当部長 須藤常呂総合支所長 和田総務部長 
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等
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
住
民
の
避
難
等
の
対
策
を
含

む
事
前
防
災
対
策
を
着
実
に
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

気
候
変
動
の
影
響
が
大
き
い
と
さ

れ
る
北
海
道
で
は
水
害
の
激
甚
化

へ
の
対
応
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
流
域
の
あ
ら
ゆ
る
関

係
者
が
協
働
す
る
流
域
治
水
の
取

り
組
み
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
流

域
治
水
の
取
組
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

―
斎
藤
農
業
基
盤
整
備
課
長
（
岩
見

沢
市
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

岩
見
沢
市
は
、
農
業
用
の
基
幹

排
水
路
や
排
水
機
場
が
多
く
、
農

業
基
盤
整
備
、
圃
場
の
整
備
も
盛

ん
に
進
め
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
事
業
は
、
都
市
部
に
お
住
い
の

皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
が
あ
っ

て
進
め
ら
れ
る
も
の
で
す
。
近
年
、

農
山
間
地
域
の
人
口
減
少
は
著
し

く
、
農
地
防
災
を
担
う
人
の
確
保

も
困
難
に
な
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
農
業
が
都
市
部

を
含
む
地
域
に
貢
献
で
き
る
こ
と

の
一
つ
と
し
て
、
田
ん
ぼ
ダ
ム
に

よ
る
流
域
治
水
の
取
組
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
日
事
例
紹

介
を
し
た
岩
見
沢
市
広
域
協
定
は

農
水
省
所
管
の
交
付
金
を
基
に
活

動
し
て
い
る
組
織
で
す
が
、
そ
の

活
動
規
模
は
日
本
国
内
最
大
級
の

組
織
で
す
。
今
後
は
、
人
力
に
よ
る

取
り
組
み
に
加
え
、
岩
見
沢
の
地

域
特
性
で
あ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
基
盤
の
活

用
も
進
め
て
い
き
ま
す
。
流
域
治

水
の
共
感
の
波
紋
が
広
が
る
こ
と

を
祈
願
し
て
お
り
ま
す
。 

 

○
建
設
業
協
会
や
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ツ
協
会
か
ら
も
、
流
域
治
水
へ

の
コ
メ
ン
ト
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

―
神
保
中
山
組
専
務
執
行
役
員
（
北

海
道
建
設
業
協
会
） 

 
 

 
 

 

も
の
づ
く
り
に
携
わ
る
も
の
と

し
て
お
願
い
し
た
い
の
で
す
が
、

未
来
永
劫
に
渡
っ
て
効
果
が
発
揮

で
き
る
よ
う
な
立
派
な
構
造
物
を

作
ら
せ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
ダ
ム
計
画
時
に
お
い

て
は
30
年
～
50
年
程
度
の
水

文
デ
ー
タ
に
基
づ
き
計
画
さ
れ
た

た
め
、
計
画
規
模
を
上
回
る
洪
水

に
頻
繁
に
見
舞
わ
れ
、
緊
急
放
流

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
近

年
の
気
候
変
動
は
想
定
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
わ
け
で
す
。
計
画
論
は

計
画
論
と
し
て
あ
る
わ
け
で
す

が
、
実
際
の
構
造
物
の
施
工
に
あ

た
っ
て
は
ダ
ム
や
堤
防
は
も
っ
と

余
裕
を
持
っ
た
構
造
に
し
て
も
ら

え
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
河

川
砂
防
技
術
基
準
や
河
川
管
理
施

設
等
構
造
令
に
お
い
て
、
ダ
ム
の

洪
水
調
節
容
量
の
余
裕
を
引
き
上

げ
る
と
か
イ
ギ
リ
ス
や
ド
イ
ツ
の

よ
う
に
気
候
変
動
分
と
し
て
堤
防

の
余
裕
高
を
も
っ
と
大
き
く
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

―
戸
嶋
河
川
技
術
向
上
Ｗ
Ｇ
主
査

（
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
北
海 

 

道
支
部
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

建
コ
ン
協
と
し
て
は
、
流
域
治

水
の
視
点
を
も
っ
て
命
を
守
る
、

生
活
空
間
を
守
る
、
生
産
空
間
を 

          
  

斎藤農業基盤整備課長 神保専務執行役員 
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守
る
こ
と
を
念
頭
に
、
河
川
分
野

だ
け
で
な
く
農
業
分
野
等
の
分
野

横
断
的
な
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を

行
い
、
事
前
防
災
ま
ち
づ
く
り
を

支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
流
域
治
水
に
お
け
る

各
種
施
策
の
円
滑
な
実
現
の
た

め
、
行
政
サ
イ
ド
だ
け
で
は
な

く
、
地
元
住
民
等
の
様
々
な
主
体

の
合
意
形
成
に
向
け
て
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
の
役
割
を
果
た
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

○
山
田
先
生
は
、
本
日
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
も
通
し
、
流
域
治
水
に
対
し

て
ど
う
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。 

 

―
山
田
准
教
授
（
北
海
道
大
学
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

今
日
色
々
お
話
し
を
伺
い
ま
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
色
々
な

取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
改
め
て
理
解
し
て
、
流
域
治
水

が
全
体
に
進
む
こ
と
を
願
っ
て
い

る
の
で
す
が
、
そ
も
そ
も
治
水
と

い
う
の
は
流
域
全
体
で
行
う
も
の

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
気
候
変
動

に
よ
っ
て
、
雨
が
１
・
１
倍
、
北

海
道
で
は
１
・
１
５
倍
に
増
え
る

想
定
が
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、

こ
れ
は
あ
く
ま
で
平
均
値
で
あ

り
、
こ
れ
よ
り
も
リ
ス
ク
が
大
き

く
な
る
場
合
も
あ
る
わ
け
で
す
。

本
日
も
議
論
の
あ
っ
た
一
般
の
方

に
ど
う
伝
え
る
か
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
リ
ス
ク
を
定
量
化
し
て
見

せ
る
こ
と
を
繰
り
返
す
こ
と
が
と

て
も
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。
情
報

を
早
く
出
し
続
け
る
こ
と
で
、
住

民
の
理
解
が
深
ま
っ
て
い
く
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
新
規
技
術
を
ど
う
活
用
す
る

か
、
ど
う
い
う
新
し
い
産
業
を
呼

び
込
め
る
の
か
と
い
っ
た
と
こ
ろ

も
、
今
後
地
域
の
人
口
を
増
や
し

た
り
、
活
発
な
産
業
活
動
を
行
う

上
で
議
論
に
入
れ
て
い
く
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。
も
う
一
つ
、
内
水

の
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。
内
水

に
関
連
す
る
建
築
基
準
法
や
、
北

海
道
の
場
合
は
豪
雪
対
策
の
法
律

が
あ
り
ま
す
の
で
、
う
ま
く
兼
ね

合
わ
せ
て
新
し
い
こ
と
が
で
き
な

い
か
と
い
う
こ
と
も
思
い
ま
し

た
。
非
常
に
興
味
深
く
、
あ
っ
と

い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま
っ

た
ん
で
す
が
、
ぜ
ひ
こ
こ
に
い
る

方
も
含
め
て
ご
協
力
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
関
係
各
位
の
活

動
の
接
点
を
踏
ま
え
、
経
済
に
も

結
び
つ
く
よ
う
な
検
討
や
議
論
が

重
要
で
あ
り
、
関
係
者
が
定
期
的

か
つ
頻
繁
に
集
ま
っ
て
、
情
報
交

換
や
議
論
を
す
る
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。 

    

―
中
津
川
教
授
（
室
蘭
工
業
大
学
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

ま
ず
、
今
日
ご
参
加
い
た
だ
い

た
方
、
非
常
に
多
彩
な
話
題
提
供

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
自
身
も
本
当
に
勉
強
に
な
り
ま

し
た
し
、
皆
さ
ん
が
流
域
治
水
に 
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と
め 
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非
常
に
関
心
が
高
く
て
意
欲
を
も

っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
こ

と
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
個
別

の
こ
と
は
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
く

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
全
体
を
ま
と

め
て
進
行
管
理
し
、
い
わ
ゆ
る 

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
回
し
て
い
く
の
が
よ

い
と
思
い
ま
す
。
最
初
は
盛
り
上

が
る
け
ど
、
何
年
か
た
つ
と
関
心

が
薄
れ
て
い
く
こ
と
は
よ
く
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
は
非
常
に
重
要
な

取
り
組
み
な
の
で
、
持
続
的
に
や

っ
て
い
く
た
め
に
は
進
行
管
理
や

効
果
の
検
証
、
目
的
の
再
認
識
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
定
期
的
に

情
報
共
有
の
場
を
設
け
た
り
、
よ

い
取
組
を
紹
介
し
た
り
、
問
題
に

つ
い
て
話
し
合
っ
た
り
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。 

 

―
井
田
河
川
計
画
課
長
（
開
発
局
） 

 

取
り
組
み
自
体
は
全
員
が
主
役

で
す
が
、
全
体
に
つ
い
て
は
引
き

続
き
河
川
管
理
者
が
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
リ
ス
ク
評
価
に
よ
っ
て
地

域
が
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
か

を
示
し
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
皆
さ

ん
が
も
っ
て
い
る
ツ
ー
ル
を
ど
の

よ
う
に
活
用
し
て
い
け
る
か
を
計

画
的
に
議
論
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

 
―
中
津
川
教
授
（
室
蘭
工
業
大
学
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
追

加
で
す
が
、
流
域
治
水
は
流
域
の

問
題
、
あ
る
い
は
地
域
の
問
題
な

の
で
、
地
域
の
方
の
理
解
を
得
な

い
と
進
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
本
日
集

ま
っ
て
い
る
の
は
事
業
を
や
る
側

の
組
織
な
の
で
、
受
け
る
側
が
ど

う
感
じ
て
い
る
か
、
防
災
意
識
が

着
実
に
上
が
っ
て
い
る
か
と
い
っ

た
こ
と
も
検
証
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
最
後
に
、

自
然
災
害
の
ハ
ザ
ー
ド
と
い
う
部

分
で
外
力
が
増
し
て
い
る
中
で
、

未
来
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
人
口

が
減
っ
た
り
、
地
域
の
活
性
が
衰

え
て
い
く
と
い
っ
た
問
題
も
抜
き

に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
と
思
い

ま
す
。
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
話
で
は
な

く
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
話
と
し
て
、
さ

き
ほ
ど
山
田
先
生
か
ら
お
話
の
あ

っ
た
新
た
な
産
業
や
、
グ
リ
ー
ン

イ
ン
フ
ラ
の
よ
う
な
自
然
環
境
を

活
用
す
る
考
え
方
を
取
り
入
れ
、

流
域
治
水
を
コ
ア
に
し
て
地
域
の

活
性
化
も
考
え
て
い
け
る
と
よ
い

と
思
い
ま
す
。 

 
  

      

        
  


